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主催：（公財）静岡県産業振興財団

生産管理・生産現場・生産技術などの経験があり、ものづくりに関する予備知識を有する方
　 現役従業員　中小製造業者の現場リーダーまたは幹部候補者
　 企業ＯＢ　大手、中堅製造業で工場などの現場管理経験者　
　 県内支援機関コーディネータ

「ものづくり中核人材育成事業」(経済産業省)の指定講習です。現役従業員を派遣する企業は受講料の補助(2/3)を経済産業省に申請することができます。

平成27年9月～12月
静岡県産業経済会館 7階会議室（静岡市葵区追手町４４－１）及び現場実習先開催場所

開催期間

対象者

第１期

募集人数 12名程度

※スクール修了後、インストラクターとして県内企業の現場改善活動に派遣可能な方

ロゴ

受講料 30万円　
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スクール概要
　日本の「ものづくり」がその生産性を一層高めると、新興国を含めた諸外国との競争に勝つことが、今なら可能です。

この競争力の源泉は企業の現場にこそあります。そこで、「静岡ものづくり革新インストラクタースクール」では、生産

効率を高める「よいものの流れを作る」現場改善の知識や手法を、県内中小企業の中核を担う現場の現役従業員の

方や、多くの現場経験を持っている企業０Ｂの方に学んでいただきます。

　スクール終了後、現役従業員の方には、自社における現場改善活動の中心となって活躍して頂き、自社の競争力

強化に努めていだたきます。企業ＯＢの方には、県内中小企業からの派遣要請に応じて、派遣先企業の生産性向上に

向けた現場改善活動に取り組んでいただきます。

●東京大学ものづくり経営研究センター長　藤本隆宏教授の「生産マネジメント理論」に基づいた講義内容です

●講師は、全国から招聘する指導経験豊富な大手企業の製造現場経験者が担当します

●設計から製造、品質、原価管理、５Ｓ、マネジメントなど、「ものづくり」に関する知識を体系的に学ぶことができます

●座学に加えて、製造現場に実際に赴き、現場改善の技術や手法を学びます

●終了後も卒業生の継続的な技術向上や技術醸成が図れるように、卒業生同士が情報交換や活動が行える「場」を

　提供します

スクールの特徴

現役従業員

企業OB

生産革新を実現させる
「良い設計の良い流れ」について、
全国から招聘したトップクラスの
講師陣が全力で教授します。

生産革新を実現させる
「良い設計の良い流れ」について、
全国から招聘したトップクラスの
講師陣が全力で教授します。

インストラクターとして
県内企業へ派遣

自社の現場改善を実施
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11月13日

11月19日

11月20日

11月26日

11月27日

12月   3日

12月   4日

12月10日

12月11日

12月17日

開講式及びガイダンス

ものづくり基礎概念

生産性、管理と改善

競争力とその構成要素

経営者から見た現場改善

設備管理と生産技術

納期・工程・在庫管理

原価管理と原価企画

製品開発管理、購買管理

品質管理と品質作込み

QC７つ道具とポカ除け

機能分析とコスト削減

リーダーシップ、マネジメントとPDCA

目で見る管理

５Ｓ

コンサルティングの基礎

コミュニケーションの進め方

問題解決、人を動かす

現場作業分析の進め方と改善事例

現場の見方

現場改善の進め方

実習現場の作業調査（現場調査）

現場改善実習（１）

チームディスカッション

現場改善実習（２）

チームディスカッション

現場改善実習（３）

チームディスカッション

現場改善実習（４）

発表資料の作成と改善実習先企業での成果発表

チーム成果発表と個人成果発表、修了式

講義スケジュールの説明と注意事項

ものづくりとは何か、カリキュラムを一貫する考え方

生産性の概念と改善のステップ

競争力とは何か、競争力の構成要素

経営者から見た製造現場の重要性

良い流れにおける設備管理と生産技術

納期、生産量、在庫の関係と工程管理の概念

競争力主要素になる原価企画、原価維持・改善
生産性向上と原価低減の関連性

良い製品開発、製品設計と購買管理の基礎

品質管理の概念と検査工程の設計

不良の表示、分析方法とポカ除け事例

ＶＡ／ＶＥの考え方と着眼点

リーダーシップ、マネジメント、PDCAとは何か

目で見る管理の必要性と事例

５Ｓの必要性と進め方

コンサルティングの効果的な用い方

コミュニケーションを良くする方法

現場改善でよくある問題点と対処法

IE概論(工程、作業、動作、稼働、レイアウト分析)
改善事例の紹介

現場に行く前の準備と現場調査手順

測定結果の分析方法と改善方法の抽出

スケジュールとカリキュラム （座学：9時30分～17時30分　現場実習：9時30分～17時）

1
平成27年

9月24日
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10月   1日

カリキュラム実施日

10月   8日

10月15日

10月22日

10月29日

11月   5日

11月12日

１グループ数人ずつに
分かれて実習
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〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 
公益財団法人 静岡県産業振興財団  総務・企画グループ 企画スタッフ 担当：石山

受講の申し込みについて

所定の申込書及び職務経歴書に必要事項を記入の上、現役従業員の方は会社案内を添え、
（公財）静岡県産業振興財団　総務・企画グループ宛て郵送または持参にてご提出ください。

　申込書及び職務経歴書は以下のwebサイトからダウンロードしてください。

　http://www.ric-shizuoka.or.jp/mono/school.html

●企業OBの方のみ面接を行います。
●結果は書面にて連絡します。
●申込多数の場合は受講できない場合がありますので
　ご了承ください。
※面接の詳細については別途ご案内します。

募集期間 平成２７年７月13日（月）～平成２７年8月２1日（金）

お問合せ先

申込方法

TEL.054-273-4430
E-mail kikaku@ric-shizuoka.or.jp

受講者の決定

会場案内

必
要
書
類

○申込書
○職務経歴書
○会社案内（現役の方のみ：パンフレット等）

静岡県産業経済会館 7階会議室（静岡市葵区追手町４４－１）
※駐車場がないため公共交通機関をご利用ください。


